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抄録： 入院患者の容態を急変させないために，臨床医は担当する患者の予兆の把握に日々努めているが，患

者に関する情報を入手するためには臨床医自身が積極的に電子カルテを見に行かなければならないため，何らか

の理由で電子カルテを閲覧できないと患者容態の急変を招く危険性をはらんでいる．この問題を解決するために

当該患者についての「気づき」を「能動的」に臨床医に知らせる“アクティブ・ディフェンス”のコンセプトに基づいたシ

ステムを構築した．本システムは，検体・病理・放射線・生理・内視鏡検査結果と診断レポートの「能動的」通知機能

および参照機能，入院患者の定期処方切れ予告機能を実装している．臨床現場での有効性を評価した結果，患

者の安全・安心の向上に資することに加え，医療従事者の業務負担軽減効果も期待できることが判明した． 

キーワード： アクティブ・ディフェンス，気づき，能動的通知，VNA，スマートフォン 

 

1. はじめに 

医療機関において，入院患者の容態を急変さ

せないために，臨床医は担当する患者の予兆の

把握に日々努めている．しかしながら，患者に関

する情報を入手するために臨床医自身が積極的

に電子カルテを閲覧しなければならないため，何

らかの理由で電子カルテを閲覧できない，閲覧で

きても重要な情報を見落としてしまうことにより，患

者容態の急変を招く危険性をはらんでいる． 

一例をあげると，昨今，画像診断レポートの見

落としによるインシデントの発生が多数報告されて

おり［1］，その対策も提案されているが，電子カル

テ上での実装を前提にしている場合には，予兆

の見過ごしを完全に防ぐことは難しい． 

この問題を解決するためには，当該患者につ

いての「気づき」を「能動的」に臨床医に知らせる

ことが重要である．我々はこの考え方を“アクティ

ブ・ディフェンス”と名付けた． 

本研究では，アクティブ・ディフェンスのコンセ

プトに基づいたシステムを構築し，臨床現場での

有効性，課題などを評価することを目的とする． 

システムの特徴を以下に示す． 

①場所にとらわれない（スマートフォンを活用） 

②患者横断的（ログインレス，患者リストから脱却） 

③臨床医への自動的な情報配信  

④シンプルな操作体系（参照機能に特化） 

2. 方法 

本システムは，医療情報統合管理システム（キ

ヤノンメディカルシステムズ社製 Abierto VNA），

医療情報統合ビューア（同 Abierto Cockpit），メ

ール・サーバから構成される． 

当院で稼働している電子カルテ（日本 IBM 社

製 CIS）から診療データを，PACS（キヤノンメディ

カルシステムズ社製 RapideyeCore™）から画像デ

ータと診断レポートを取り込み，患者に関する気

づきの情報 を，本システムの「通知要 否判 定機
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能」によって，主治医・担当医が携帯しているスマ

ートフォンにメールで提供する仕組みである．本シ

ステム構成図と処理プロセスを Fig.1 に示す． 

 

Fig.1 システム構成図と処理プロセス 

今回の研究では，院内において臨床医に知ら

せるべき「気づき」情報の中で，以下を選択し，そ

の通知要否判定機能をシステムに実装した．  

①検体・病理・放射線・生理・内視鏡検査結果の

通知機能  

②診断レポートの作成通知機能  

③各検査結果と診断レポートの参照機能  

④入院患者の定期処方切れ予告機能  

Fig.2 にスマートフォン上の通知画面の例を示す． 

検査の緊急度を視覚的に分かりやすくするた

めに，緊 急 検 査 の場 合 にはメールのタイトルに

“赤●”印を，通常検査の場合には“青●”印を表

示する．また，各検査部門での診断の際に特記

すべき所見が発見された場合には，診断レポート

通知メールのタイトルに“赤！”印を付加すること

で，検査部門からの重要な「気づき」を臨床医に

認識しやすくする仕組みを組み込んでいる． 

3. 結果・考察 

本システムは 2018 年 10 月より順次稼働を開始．

2 名の若手脳神経外科医師と１名の脳神経外科

指導医が，約 8 ヶ月間に渡り，病棟入院患者を対

象に本システムの評価を実施した． 

若手医師には読影能力がまだ十分でないため

診断レポートの閲覧機能は特に好評であった． 

若手医師は指導医に比べ手術の助手や入院

患者の受け持ちが多く，一人の患者の管理に割

ける時間が比較的少なくなってしまう．その中で

見落としてはいけない“赤！”印の通知は実際に

見落としを防いだ． 

また，定期処方切れのアラートも実際に発した．

定期処方の時間外処方では１例だけでも看護師

の薬剤部への連絡，時間外勤務の薬剤師が処

方のため 20-30 分程度拘束され，診療補助の処

方受け取りのための行動など多くの時間を奪って

しまう．このため数例防ぐだけで，多くのスタッフの

不必要な時間的拘束を防げる． 

 

Fig.2 スマートフォン上の通知画面  

4. 結論 

患者に関する「気づき」を「能動的」に臨床医に

知らせる，アクティブ・ディフェンス・システムは，患

者の安全・安心の向上，医療従事者の業務負担

軽減に資するものと判断する．今後は，各科への

展開，院外への利用範囲の拡大が求められる． 
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